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本
書
は
、
山
本
信
吉
氏
の
六
十
年
に
亘
る
研
究
者
生
活
の
根
幹
を
な
す

典
籍
調
査
、
殊
に
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
指
定
、
あ
る
い
は
そ
こ
へ
の
準

備
段
階
の
調
査
報
告
を
纏
め
た
書
で
あ
り
、
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
読
み

や
す
い
文
章
で
綴
ら
れ
て
お
り
、
特
に
書
誌
学
的
事
項
に
つ
い
て
は
詳
細

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
、
二
部
だ
て
と
し
た
上
で
全
十
二
章
か
ら
成
っ
て
い

る
。
次
に
そ
の
章
題
を
摘
記
す
る
。

　
　

序
章　
　

我
が
国
の
古
典
籍
の
伝
来

第
一
部　

典
籍
の
部

  

● 

第
一
章 

東
大
寺
奴
婢
帳
の
擬
古
文
書

   

第
二
章 

半
井
家
本
『
医
心
方
』

   

第
三
章 

来
迎
院
伝
来
の
『
日
本
霊
異
記
』

  

● 

第
四
章 

文
化
財
と
し
て
み
た
松
本
市
所
蔵
の
『
宋
版
漢
書
』（
慶

元
刊
本
）

 

第
五
章 

『
中
院
一
品
記
』
原
本
の
書
誌
的
考
察

第
二
部　

聖
教
の
部

 

第
一
章 

奈
良
時
代
書
写
の
聖
語
蔵
『
華
厳
経
』

 
第
二
章 

聖
語
蔵
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
新
羅
写
経
）

  
● 
第
三
章 

青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
の
聖
教

山
本
信
吉
著
『
貴
重
典
籍
・
聖
教
の
研
究
』

〔
書
評
〕

嵐
　
義
人
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第
四
章 
高
野
山
正
智
院
の
聖
教

 

第
五
章 
我
が
国
に
お
け
る
印
刷
文
化
の
発
達
と
高
野
版
の
版
本
・

板
木

  

● 

第
六
章 

尊
性
法
親
王
消
息

摺
法
華
経

 

第
七
章 

日
本
印
刷
文
化
と
伊
予
国
光
明
寺
所
蔵
の
『
版
本
五
部
大

乗
経
』

 

は
国
宝
指
定
、
● 

は
重
文
指
定

こ
れ
ら
の
概
要
を
記
す
な
ら
、
序
章
は
漢
籍
・
仏
典
・
国
書
の
伝
来
に

つ
い
て
の
概
説
で
あ
り
、
後
半
は
特
に
家
学
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

概
説
ゆ
え
、
清
原
家
に
つ
い
て
系
譜
上
平
安
前
期
に
活
躍
す
る
舎
人
親
王

直
系
と
は
別
の
系
統
ら
し
い
と
い
う
こ
と
な
ど
に
は
触
れ
な
い
が
、
我
が

国
の
学
問
と
典
籍
の
関
係
を
一
瞥
で
き
る
記
述
と
言
え
よ
う
。
な
お
個
人

的
な
希
望
と
し
て
は
こ
こ
で
は
名
家
・
半
家
な
ど
に
も
触
れ
て
ほ
し
か
っ

た
。第

一
部
は
「
典
籍
の
部
」
で
あ
る
が
、
陳
列
ケ
ー
ス
の
外
か
ら
眺
め
る

だ
け
で
は
分
ら
ぬ
、
当
事
者
と
し
て
直
接
手
に
触
れ
、
既
往
の
研
究
や
伝

来
の
経
緯
を
確
認
し
つ
つ
理
論
固
め
し
て
行
く
一
端
、
ま
た
主
要
な
プ
ロ

セ
ス
が
、
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
陳
列
ケ
ー
ス
の
裏
に
潜
む
ド
ラ
マ
と

い
う
べ
き
か
、
そ
の
秘
め
ら
れ
た
歴
史
ま
で
が
山
本
氏
の
手
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
く
文
章
で
も
あ
る
。

第
一
章
「
東
大
寺
奴
婢
帳
の
擬
古
文
書
」
は
、
山
本
氏
の
文
化
財
保
護

委
員
会
勤
務
の
初
年
に
寓
目
し
た
文
書
を
根
気
よ
く
究
明
し
た
論
考
で
あ

る
。
東
大
寺
奴
婢
帳
自
体
、
社
会
史
の
貴
重
な
史
料
で
あ
り
、
文
書
の
形

態
を
分
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
個
人
的
感
想
と
し
て
は
評
者
の
師
瀧

川
政
次
郎
博
士
の
『
日
本
奴
隷
経
済
史
』（
評
者
は
そ
の
増
補
版
に
関
与

し
た
）
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
擬
古
文
書
の
存
在
と
実
態
を
説
く

記
述
が
注
目
さ
れ
る
点
に
惹
か
れ
る
。

第
二
章
「
半
井
家
本
『
医
心
方
』」
は
、
該
書
の
影
印
（
六
冊
）
の
刊

行
に
際
し
て
附
録
と
し
て
出
版
さ
れ
た
解
説
（『
医
心
方
の
研
究
』
所
収
）

で
あ
り
、
半
井
家
が
幕
命
に
背
い
て
ま
で
既
に
焼
失
と
の
虚
偽
の
申
告
を

し
て
秘
匿
し
た
ほ
ぼ
平
安
書
写
の
全
巻
（
全
三
十
巻
、
う
ち
一
巻
は
流
出

す
る
も
現
存
）
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
で
あ
り
、
調
査
報
告
で
あ
る
。

ま
た
家
学
に
対
す
る
当
該
家
内
外
の
認
識
や
そ
の
家
の
証
本
を
保
存
・
襲

蔵
す
る
こ
と
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
。

第
三
章
の
「
来
迎
院
伝
来
の
『
日
本
霊
異
記
』」
は
、
職
務
上
の
調
査

に
附
随
し
て
見
出
し
た
と
は
い
え
、
山
本
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
新
出

本
で
あ
り
、
上
巻
を
欠
き
、
中
・
下
巻
も
残
欠
で
あ
る
が
、
平
安
後
期
書

写
の
中
・
下
巻
最
古
本
（
上
巻
に
は
よ
り
古
い
興
福
寺
本
が
知
ら
れ
て
い

る
）
で
あ
る
。
江
戸
後
期
に
は
、
現
在
よ
く
利
用
さ
れ
る
狩
谷
棭
斎
の
『
日
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本
霊
異
記
攷
証
』
な
ど
も
あ
る
が
、
本
書
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
四
章
「
文
化
財
と
し
て
み
た
松
本
市
所
蔵
の
『
宋
版
漢
書
』（
慶
元

刊
本
）
は
、
姑
く
所
在
不
明
で
あ
っ
た
狩
谷
棭
斎
旧
蔵
本
で
あ
り
、
長
澤

規
矩
也
博
士
と
の
縁
も
あ
っ
て
調
査
し
た
結
果
、
直
ち
に
重
要
文
化
財
と

し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
史
（
史
記
・
漢
書
・
後
漢
書
）
の
写

本
は
我
が
国
に
は
数
多
く
存
す
る
が
、
真
正
の
宋
版
と
な
る
と
流
石
に
尠

な
い
。
こ
の
あ
た
り
の
概
観
は
第
二
節
に
要
領
よ
く
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
第
五
節
刻
字
の
字
様
も
版
本
史
の
上
か
ら
看
過
し
得
な
い
。

第
五
章
「『
中
院
一
品
記
』
原
本
の
書
誌
的
考
察
」
は
、
古
記
録
専
攻

者
の
一
度
は
手
を
染
め
て
み
た
い
夢
を
な
ぞ
ら
れ
た
論
文
で
あ
る
。
そ
の

上
『
大
日
本
史
料
』
が
江
戸
期
の
写
本
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
、
斎
木

一
馬
氏
の
指
摘
が
あ
る
と
は
い
え
、
自
筆
原
本
を
詳
細
に
調
査
さ
れ
た
意

義
は
小
さ
く
な
い
。

次
に
、
第
二
部
は
「
聖
教
の
部
」
で
あ
る
が
、「
聖
教
」
な
る
用
語
は

『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
に
項
目
す
ら
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
第
二
部
第
三
章
吉
水
院
の
聖
教
中
に
は
、「
安
慶
所
伝
聖
教
等
」、「
桂

林
蔵
聖
教
法
門
秘
決
等
相
承
」、「
大
師
（
最
澄
）
正
嫡
法
門
聖
教
等
悉
以

相
承
之
」
な
ど
と
見
え
、
大
正
期
の
岩
橋
小
彌
太
博
士
の
文
章
中
に
も
見

ら
れ
（
後
述
）、
文
献
上
の
裏
付
け
も
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
日
本
国

語
大
辞
典
』
が
言
う
が
如
き
「
①
聖
人
の
教
え
。
特
に
、
孔
孟
の
教
え
。

…
③
仏
教
を
い
う
。」
と
は
異
な
り
、
仏
教
教
派
に
お
け
る
正
当
性
を
示

す
蔵
本
・
文
書
類
を
い
う
用
語
で
あ
る
。
か
か
る
「
聖
教
」
の
も
つ
意
義
、

伝
襲
の
由
縁
、
教
派
の
争
い
に
関
わ
る
複
雑
な
異
本
な
ど
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
山
本
氏
の
論
考
が
纏
め
ら
れ
て
お
り
、
第
一
章
か
ら
第
四
章
は
ま
さ

に
「
聖
教
の
研
究
」
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
五
章
以
下
は

寺
院
印
刷
史
の
研
究
で
あ
り
、
板
本
に
つ
い
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

第
二
部
第
一
章
は
「
奈
良
時
代
書
写
の
聖
語
蔵
『
華
厳
経
』」
で
あ
り
、

東
京
国
立
博
物
館
法
隆
寺
宝
物
館
所
蔵
の
二
種
の
華
厳
経
を
対
象
と
し
つ

つ
、
ま
ず
は
書
誌
学
的
に
考
察
を
加
え
た
報
告
で
あ
る
。
な
お
華
厳
経
の

「
華
」
と
「
花
」
が
六
十
巻
本
と
八
十
巻
本
に
対
応
す
る
と
の
指
摘
は
、

さ
ら
に
深
い
由
来
と
結
び
つ
く
よ
う
で
あ
り
、
読
者
を
惹
き
つ
け
る
も
の

が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
料
紙
の
紙
質
に
つ
い
て
「
調
査
員
の
永
年
の
経
験

に
基
づ
く
肉
眼
お
よ
び
触
指
感
覚
を
中
心
と
し
て
行
い
」
と
見
え
る
点

は
、
評
者
な
ど
経
験
未
熟
な
者
の
常
に
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、
研
究
者
に

よ
っ
て
説
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
山
本
氏
の
以
下
の
記
述
は
首

肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

第
二
章
「
聖
語
蔵
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
新
羅
写
経
）」
は
、
第
一
章

と
対
を
な
す
調
査
・
考
察
で
あ
り
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
正
倉
院
聖
語
蔵
の

経
巻
中
よ
り
特
に
考
察
の
対
象
と
し
、
書
誌
学
的
検
討
の
結
果
、
当
該
書

の
も
つ
特
色
・
特
異
な
る
点
、
成
立
事
情
等
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
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て
両
章
の
価
値
は
、
し
っ
か
り
し
た
書
誌
的
報
告
で
あ
る
と
共
に
、
聖
教

の
書
写
・
伝
襲
の
事
情
・
経
緯
の
究
明
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

第
三
章
「
青
蓮
院
門
跡
吉
水
蔵
の
聖
教
」
で
は
、
具
体
的
な
典
籍
に
つ

い
て
の
書
誌
学
的
考
察
は
な
く
、
青
蓮
院
法
統
の
歴
史
と
吉
水
蔵
の
歴
史

な
ら
び
に
吉
水
蔵
の
構
成
な
ど
の
現
状
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
平
成

元
年
の
文
化
財
指
定
十
点
に
つ
い
て
は
、
何
点
か
書
誌
学
的
調
査
報
告
が

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
成
果
と
し
て
目
録
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
。

第
四
章
「
高
野
山
正
智
院
の
聖
教
」
も
亦
、
正
智
院
の
法
流
・
経
蔵
を

中
心
と
し
た
正
智
院
の
歴
史
と
同
院
襲
蔵
聖
教
の
概
要
を
纏
め
た
一
篇
で

あ
る
。
三
部
分
か
ら
な
り
、
聖
教
の
歴
史
、
聖
教
の
概
要
、
法
流
の
成
立

を
紹
介
・
考
証
す
る
が
、
前
章
と
並
び
、
聖
教
伝
来
の
実
態
と
意
義
を
見

る
上
で
恰
好
の
対
象
に
つ
い
て
の
評
論
で
あ
り
、
山
本
氏
の
言
の
如
く
我

が
国
聖
教
史
研
究
の
観
点
か
ら
価
値
あ
る
一
篇
と
い
え
よ
う
。

第
五
章
「
我
が
国
に
お
け
る
印
刷
文
化
の
発
達
と
高
野
版
の
版
本
・
板

木
」
は
、
第
二
節
で
印
刷
文
化
史
を
概
観
し
、
最
後
に
は
印
刷
に
関
す
る

用
語
と
板
木
に
つ
い
て
簡
潔
に
略
述
し
て
い
る
。
第
三
節
は
高
野
版
の
歴

史
で
、
鎌
倉
期
を
中
心
に
、
江
戸
期
ま
で
を
概
観
す
る
の
で
あ
る
が
、
中

間
に
「
正
安
二
年
印
板
目
録
」
の
影
印
を
九
ペ
ー
ジ
に
亘
り
挿
入
し
て
い

る
。

第
六
章
は
「
尊
性
法
親
王
消
息

摺
法
華
経
」
で
、
山
本
氏
が
指
導
を

受
け
、
評
者
も
晩
年
に
指
導
を
受
け
た
岩
橋
小
彌
太
博
士
が
大
正
八
・
九

年
に
調
査
さ
れ
た
向
日
町
真
経
寺
の
寺
宝
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
（『
京

畿
寺
社
考
』）
中
で
、「
聖
教
類
」
と
書
か
れ
、
寺
宝
中
に
「
摺
写
法
華
経

（
尊
性
法
親
王
消
息

写
）
十
巻
」
と
あ
る
版
経
に
つ
い
て
、
紙
背
の
自

筆
消
息
も
含
め
て
山
本
氏
が
行
っ
た
書
誌
学
的
調
査
の
報
告
で
あ
る
。

「

摺
」
は

刻
の
摺
経
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞

典
』
に
は
見
え
な
い
が
、
重
要
文
化
財
の
登
録
台
帳
に
は
章
題
の
如
く
記

さ
れ
て
い
る
（
な
お
「
開
結
共
」
が
附
記
さ
れ
て
い
る
）。

第
七
章
「
日
本
印
刷
文
化
と
伊
予
国
光
明
寺
所
蔵
の
『
版
本
五
部
大
乗

経
』」
は
む
し
ろ
山
本
氏
の
前
著
『
古
典
籍
が
語
る
―
書
物
の
文
化
史
―
』

に
ふ
さ
わ
し
い
論
考
で
あ
る
が
、
成
稿
が
前
著
よ
り
遅
い
た
め
本
書
に
収

め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
前
著
第
三
章
に
続
く
も
の
と
見
ら
れ

る
。
そ
れ
と
共
に
本
書
を
翻
く
人
は
、
前
著
を
も
併
せ
て
通
読
す
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
、
よ
り
深
く
我
が
国
の
印
刷
文
化
史
（
そ
の
中
に

は
中
韓
印
刷
文
化
受
容
史
も
含
ま
れ
る
）、
就
中
、
聖
教
類
の
果
た
し
た

役
割
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。

以
上
、
全
て
分
か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
纏
め
て
み
る
と
極
め
て
専
門
的
で
あ
り
、
難
解
と
見
ら
れ
か
ね
な
い

が
、
そ
の
点
は
評
者
の
力
量
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ご
寛
宥
を
請
う
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ほ
か
な
い
。
な
お
本
書
は
多
く
が
調
査
報
告
の
段
階
で
終
わ
っ
て
お
り
、

文
献
学
的
研
究
と
の
関
係
が
補
註
な
ど
に
記
し
て
あ
れ
ば
よ
り
価
値
を
高

め
た
も
の
と
惜
ま
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
限
ら
れ
た
紙
数
の
中
で
一
わ
た
り

概
略
を
紹
介
し
、
若
干
の
評
語
を
挿
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

山
本
氏
と
は
個
人
的
に
は
文
部
省
・
文
化
庁
で
の
先
輩
・
後
輩
と
い
う

関
係
で
、
特
に
文
部
省
院
友
会
を
通
じ
て
よ
く
お
会
い
し
た
の
で
あ
る

が
、
む
し
ろ
師
瀧
川
政
次
郎
博
士
と
の
関
係
で
文
部
省
以
前
か
ら
既
知
の

先
輩
で
あ
っ
た
。
明
治
後
期
よ
り
戦
前
に
か
け
て
の
文
献
史
家
・
神
道
史

家
に
し
て
永
く
史
料
編
纂
官
で
あ
っ
た
山
本
信
哉
博
士
の
ご
子
息
で
も
あ

る
。
特
に
瀧
川
博
士
は
九
州
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
じ
ら
れ
た
大
正
十

四
・
五
年
の
こ
ろ
毎
週
の
よ
う
に
史
料
編
纂
所
に
通
っ
て
お
り
、
山
本
博

士
の
指
導
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
山
本
信
吉
氏
は
國
學
院
大
學
な
ら
び

に
同
大
學
院
に
学
び
、
岩
橋
小
彌
太
・
坂
本
太
郎
両
博
士
ら
の
指
導
を
受

け
る
な
ど
文
献
研
究
の
基
礎
を
修
め
ら
れ
た
。
つ
い
で
文
化
財
保
護
委
員

会
に
奉
職
し
、
そ
の
ま
ま
文
化
庁
調
査
官
に
移
行
、
書
跡
・
典
籍
・
古
文

書
部
門
一
途
の
道
を
進
ま
れ
、
田
山
信
郎
・
是
澤
恭
三
両
氏
ら
の
薫
陶
を

受
け
、
多
く
の
文
化
財
指
定
に
関
与
さ
れ
た
。
文
化
財
保
護
委
員
会
の
建

物
は
、
も
と
国
史
編
修
院
な
ど
が
置
か
れ
た
江
戸
城
外
堀
の
石
垣
を
残
す

古
い
建
物
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
数
少
な
い
生
き
証
人
の
一

人
で
も
あ
っ
た
。
本
年
二
月
に
ご
逝
去
な
さ
れ
た
と
仄
聞
す
る
。
手
向
け

草
に
も
な
ら
ぬ
雑
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
捧
げ
、
謹
ん
で
学
恩
を
謝
し
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
。（
Ａ
５
判
、
三
八
〇
ペ
ー
ジ
、
吉
川
弘
文
館
、
平

成
二
十
五
年
八
月
発
行
、
定
価
一
三
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）


